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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

４年３月期第３四半期 59,529 － 2,804 － 2,534 － 1,341 －

３年３月期第３四半期 60,745 － △915 － △848 － △1,671 －

（注）包括利益 ４年３月期第３四半期 2,660百万円（－％） ３年３月期第３四半期 △781百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

４年３月期第３四半期 39.98 －

３年３月期第３四半期 △49.75 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

４年３月期第３四半期 99,186 31,091 30.4 898.41

３年３月期 93,891 28,396 29.4 822.12

（参考）自己資本 ４年３月期第３四半期 30,149百万円 ３年３月期 27,560百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
３年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00

４年３月期 － 5.00 －

４年３月期（予想） 5.00 10.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 84,400 － 3,400 － 3,000 － 1,200 － 35.73

１．令和４年３月期第３四半期の連結業績（令和３年４月１日～令和３年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結累計期間の期首か
ら適用しており、令和４年３月期第３四半期に係る各数値について、当該会計基準等を適用した後の数値となっ
ており、対前年同期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結累計期間の期首か
ら適用しており、令和４年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値とな
っております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．令和４年３月期の連結業績予想（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

令和４年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を適用

しており、上記の連結業績予想は当該会計基準を適用した後の予想値となっており、対前年同期比増減率は記載

しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ４年３月期３Ｑ 34,049,423株 ３年３月期 34,049,423株

②  期末自己株式数 ４年３月期３Ｑ 490,083株 ３年３月期 525,429株

③  期中平均株式数（四半期累計） ４年３月期３Ｑ 33,545,946株 ３年３月期３Ｑ 33,605,483株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）「役員報酬BIP信託」及び「株式交付ESOP信託」が保有する当社株式を、期末自己株式数に含めております

（４年３月期３Ｑ 454,380株 ３年３月期 489,880株）。また、「役員報酬BIP信託」及び「株式交付ESOP信

託」が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期累計）の計算において控除する自己株式に含めており

ます（４年３月期３Ｑ 467,860株 ３年３月期３Ｑ 288,520株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．四半期決算補足説明資料につきましては、当社ウェブサイトに掲載する予定であります。

２．本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

したものであり、実際の業績は、今後様々な要因により、これらの業績予想とは異なる場合がありますことをご

承知おきください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（令和３年４月１日～令和３年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイル

スの影響から持ち直しの動きにあったものの、自動車産業のサプライチェーンにおいては半導体の不足に加え部品

の調達難による影響がありました。海外においては、米国の景気回復に加え、インド、タイ、インドネシアで持ち

直しの動きが見られました。一方、中国では景気回復ペースが鈍化しました。

　このような経営環境のなか当グループにおいては、主力の自動車関連品事業が17.9％の増収となったものの、航

空機部品輸入販売事業の取扱高の減少及び「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31

日。以下「収益認識会計基準」という。）等の適用による影響もあり、売上高は595億２千９百万円（前年同期比

2.0％減）となりました。自動車関連品事業が黒字に転換したこともあり、営業利益は28億４百万円（前年同期は

９億１千５百万円の営業損失）となりました。この結果、経常利益は25億３千４百万円（前年同期は８億４千８百

万円の経常損失）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は13億４千１百万円（前年同期は16億７千１百万円

の純損失）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連

結累計期間の売上高は160億３千７百万円減少し、営業利益は１億１千７百万円減少、経常利益は１億３百万円減

少しております。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　［自動車関連品事業］

　四輪車・二輪車・汎用エンジン用燃料供給装置類及びエンジン関連機能品類の製造販売を中心とする当事業の

売上高は、前年同期に比べて増加しました。サプライチェーンにおいて部品調達難、減産などの影響はあった半

面、インドにおいては顕著な成長が見られ、売上高は感染拡大前とほぼ同水準にまで回復しました。こうしたな

か、引き続き生産効率の向上と固定費の削減に取り組んだ結果、当事業の売上高は487億２千万円（前年同期比

17.9％増）となり、営業利益は28億２千６百万円（前年同期は７億６千４百万円の営業損失）と大幅に改善しま

した。なお、収益認識会計基準等の適用により、従前の会計処理と比較して、売上高は25億４千２百万円減少

し、営業利益は１億１千３百万円減少しております。

　［生活機器関連品事業］

　ガス機器用制御機器類及び水制御機器類などの製造販売を中心とする当事業の売上高は、前年同期に比べて増

加しました。製品戦略を見直した結果、当事業の売上高は49億２百万円（前年同期比18.5％増）となりました。

半面、部材調達が困難になったことに加え、原材料価格、物流費の上昇による影響などもあり、営業損失は２億

７千６百万円（前年同期は２億１千３百万円の営業損失）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用によ

り、従前の会計処理と比較して、営業損失は３百万円増加しております。

　［航空機部品輸入販売事業］

　航空機部品類の売上高は、前年同期に比べて減少しました。当事業の売上高は12億１千３百万円（前年同期は

120億９千９百万円）となりました。収益認識会計基準等の適用により、従前の会計処理と比較して、売上高は

134億９千５百万円減少しております。感染症の拡大から航空旅客機需要が減少している一方、新規事業の寄与

もあり、営業利益は２億３千９百万円（前年同期比11.7％増）となりました。

　［芝管理機械等販売事業］

　芝管理機械等販売事業の売上高は、前年同期に比べて増加しました。顧客の設備投資に回復の兆しが見られた

ことに加え、アフターサービスに注力してきた成果が見え始めました。前期に当事業を子会社に承継し機動的な

組織運営が図られた効果のほか、会社分割による連結決算への反映期間の変更による影響などもあり、当事業の

売上高は30億３千万円（前年同期比55.6％増）となりました。加えて、商品構成の見直しが進み、営業利益は１

千２百万円（前年同期は１億３百万円の営業損失）と黒字化しました。

　［その他事業］

　車輌用暖房機器類、福祉介護機器等の製造販売を中心とするその他事業の売上高は、前年同期に比べて増加し

ました。福祉介護機器が好調に推移し、その他事業の売上高は16億６千２百万円（前年同期比34.2％増）とな

り、営業利益は1百万円（前年同期は４千８百万円の営業損失）と黒字化しました。
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【セグメント業績比較表】 （単位：百万円）

令和３年３月期
第３四半期連結累計期間

令和４年３月期
第３四半期連結累計期間

売上高の増減 営業利益の増減

売上高 営業利益 売上高 営業利益 金額 比率 金額 比率

自動車関連品事業 41,323 △764 48,720 2,826 7,397 17.9％ 3,591 －

生活機器関連品事業 4,135 △213 4,902 △276 766 18.5％ △62 －

航空機部品輸入販売事業 12,099 214 1,213 239 △10,886 △90.0％ 25 11.7％

芝管理機械等販売事業 1,947 △103 3,030 12 1,082 55.6% 115 －

その他事業 1,239 △48 1,662 1 423 34.2％ 50 －

合計 60,745 △915 59,529 2,804 △1,215 △2.0％ 3,719 －

ご参考外貨換算レート １米ドル＝107.55円 １米ドル＝108.58円 － －

【ご参考】令和２年３月期～当第３四半期までの四半期毎の業績推移 （単位：百万円）

令和２年３月期連結会計年度 令和３年３月期連結会計年度 当期

第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ 第４ 第１ 第２ 第３ ご参考

自動車関連品事業
売上高 16,801 16,904 17,399 19,094 10,977 12,751 17,594 19,021 15,848 16,627 16,244 17,086

営業利益 639 283 679 1,133 △323 △946 505 1,537 1,263 804 758 775

生活機器関連品事業
売上高 1,319 1,458 1,557 1,483 1,032 1,325 1,777 1,682 1,512 1,755 1,634 1,634

営業利益 △166 △118 △23 △37 △144 △120 51 △7 △75 △89 △111 △110

航空機部品輸入販売

事業

売上高 7,473 7,180 6,892 7,186 6,173 3,019 2,906 4,341 287 332 593 6,277

営業利益 139 65 100 40 200 60 △46 △24 △22 17 244 244

芝管理機械等販売

事業

売上高 1,083 1,098 565 714 1,019 822 106 621 1,017 1,109 903 903

営業利益 △18 △58 △133 △175 △8 △92 △2 △65 8 △0 4 4

その他事業
売上高 574 490 561 658 412 368 458 549 516 548 597 597

営業利益 △38 △30 44 84 △11 △52 15 45 9 △13 5 5

合　計
売上高 27,252 27,132 26,977 29,137 19,615 18,285 22,843 26,216 19,183 20,373 19,972 26,499

営業利益 555 140 688 1,045 △286 △1,151 522 1,484 1,183 719 901 920

（注）１．営業利益欄の△は営業損失を示しております。

２．数値は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

３．当連結会計年度あるいは前連結会計年度の一方若しくは両方がマイナスの場合の増減率は「－」としており

ます。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、収益認識に関する会計処理を変更したため、事業セグメントの利益又は損益の算定

方法を同様に変更しております。

　　なお、従前の会計処理による第３四半期連結累計期間の各セグメントの売上高、営業利益は次のとおりで

す。自動車関連品事業（売上高 51,263百万円、営業利益 2,940百万円）、生活機器関連品事業（4,902百万

円、△272百万円）、航空機部品輸入販売事業（14,708百万円、239百万円）、芝管理機械等販売事業

（3,030百万円、12百万円）、その他事業（1,662百万円、1百万円）、合計（75,567百万円、2,921百万円）

（注）１．営業利益欄の△は営業損失を示しております。

２．数値は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準等第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、収益認識に関する会計処理を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算

定方法を同様に変更しております。上記「ご参考」は従前の会計処理による当第３四半期の実績です。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、991億８千６百万円となり、前連結会計年度末に比べて52億９

千４百万円増加しました。

　流動資産は、529億６千９百万円となり、前連結会計年度末に比べて64億９千５百万円増加しました。これは主

に、受取手形、売掛金及び契約資産が12億７千２百万円減少したものの、現金及び預金が26億４千４百万円、棚卸

資産が44億２百万円増加したことによるものであります。

　固定資産は、462億１千６百万円となり、前連結会計年度末に比べて12億円減少しました。これは主に、有形固

定資産の減価償却が進み６億７千５百万円減少したことによるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、680億９千５百万円となり、前連結会計年度末に比べて26億円増

加しました。

　流動負債は、335億５千万円となり、前連結会計年度末に比べて23億３千２百万円増加しました。これは主に、

支払手形及び買掛金が18億９千２百万円増加、短期借入金が16億１千１百万円増加したことによるものでありま

す。

　固定負債は、345億４千４百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億６千７百万円増加しました。これは主

に、長期借入金が２億２千３百万円増加したことによるものであります。

　純資産は310億９千１百万円となり、前連結会計年度末に比べて26億９千４百万円増加しました。これは主に、

親会社株主に帰属する四半期純利益を13億４千１百万円計上したこと及び為替換算調整勘定が12億３千５百万円増

加したことによるものであります。

　収益認識会計基準等の適用により、利益剰余金の期首残高が３億２千６百万円増加したことにより純資産が増加

しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　令和３年８月６日に公表いたしました令和４年３月期通期連結業績予想につきまして変更はありません。

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありますことを

ご承知おきください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,253 6,897

受取手形及び売掛金 18,350 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 17,078

電子記録債権 1,929 1,992

商品及び製品 12,558 13,673

仕掛品 4,518 6,873

原材料及び貯蔵品 2,001 2,933

その他 2,943 3,620

貸倒引当金 △81 △99

流動資産合計 46,474 52,969

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,515 8,241

機械装置及び運搬具（純額） 12,808 12,544

工具、器具及び備品（純額） 2,165 1,836

土地 11,797 11,798

建設仮勘定 2,343 2,533

有形固定資産合計 37,630 36,955

無形固定資産

のれん － 1

その他 892 803

無形固定資産合計 892 805

投資その他の資産 8,894 8,456

固定資産合計 47,417 46,216

資産合計 93,891 99,186

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,959 12,852

短期借入金 7,261 8,873

１年内返済予定の長期借入金 4,625 3,947

未払法人税等 387 477

賞与引当金 1,230 936

製品保証引当金 275 202

その他 6,478 6,261

流動負債合計 31,218 33,550

固定負債

長期借入金 24,681 24,905

役員報酬BIP信託引当金 50 47

株式交付引当金 11 11

退職給付に係る負債 3,268 3,261

その他 6,264 6,317

固定負債合計 34,276 34,544

負債合計 65,495 68,095

純資産の部

株主資本

資本金 2,215 2,215

資本剰余金 1,923 1,908

利益剰余金 15,566 16,908

自己株式 △197 △181

株主資本合計 19,507 20,850

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,108 3,038

繰延ヘッジ損益 25 8

土地再評価差額金 5,282 5,282

為替換算調整勘定 △223 1,012

退職給付に係る調整累計額 △140 △42

その他の包括利益累計額合計 8,053 9,299

非支配株主持分 835 941

純資産合計 28,396 31,091

負債純資産合計 93,891 99,186
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日

　至　令和２年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年12月31日)

売上高 60,745 59,529

売上原価 54,055 48,499

売上総利益 6,689 11,030

販売費及び一般管理費 7,605 8,226

営業利益又は営業損失（△） △915 2,804

営業外収益

受取利息 28 21

受取配当金 121 143

受取賃貸料 80 89

為替差益 167 18

助成金収入 326 33

その他 125 88

営業外収益合計 849 394

営業外費用

支払利息 438 476

持分法による投資損失 263 107

その他 81 80

営業外費用合計 782 664

経常利益又は経常損失（△） △848 2,534

特別利益

債務免除益 － 101

固定資産売却益 0 53

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 0 154

特別損失

固定資産除売却損 59 21

投資有価証券評価損 166 －

和解関連費用 19 15

その他 3 2

特別損失合計 248 39

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△1,097 2,648

法人税等 556 1,249

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,653 1,399

非支配株主に帰属する四半期純利益 17 58

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△1,671 1,341

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日

　至　令和２年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年12月31日)

四半期純利益 △1,653 1,399

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,754 △70

繰延ヘッジ損益 △6 △17

為替換算調整勘定 △951 1,244

退職給付に係る調整額 93 98

持分法適用会社に対する持分相当額 △17 5

その他の包括利益合計 872 1,261

四半期包括利益 △781 2,660

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △755 2,587

非支配株主に係る四半期包括利益 △25 73

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、従来販売代金（対価）の回収期間にわたり収益認識しておりました一部の製品販売について、当該製品の支

配が顧客に移転した一時点で収益を認識する方法に変更しております。

　また、顧客への製品の販売における当社の役割が代理人に該当する取引について、従来顧客から受け取る対価

の総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益

を認識する方法に変更しております。

　さらに、買戻し契約に該当する有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品につい

て棚卸資産を引き続き認識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について「有償支給

取引に係る負債」を認識しております。有償受給取引については、従来有償支給元への売り戻し時に売上高と売

上原価を計上しておりましたが、加工代相当額のみを純額で収益として認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに

従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認

識会計基準第86項また書き（１）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた

契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高は16,037百万円、売上原価は

15,920百万円減少しております。営業利益は117百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ103

百万円減少しております。さらに、利益剰余金の当期首残高は326百万円増加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　令和２年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期

間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報は記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　令和元年７年４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸

表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、一部の連結子会社は、税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）２

自動車
関連品

生活機器
関連品

航空機部
品輸入販

売

芝管理機
械等販売

計

売上高

外部顧客への売上高 41,323 4,135 12,099 1,947 59,506 1,239 60,745 － 60,745

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － － － －

計 41,323 4,135 12,099 1,947 59,506 1,239 60,745 － 60,745

セグメント利益

又は損失（△）
△764 △213 214 △103 △866 △48 △915 － △915

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　令和２年４月１日　至　令和２年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、車輌用暖房機器類、福祉介護機

器等の製造販売事業等を含んでおります。

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）２

自動車
関連品

生活機器
関連品

航空機部
品輸入販

売

芝管理機
械等販売

計

売上高

外部顧客への売上高 48,720 4,902 1,213 3,030 57,866 1,662 59,529 － 59,529

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － － － －

計 48,720 4,902 1,213 3,030 57,866 1,662 59,529 － 59,529

セグメント利益

又は損失（△）
2,826 △276 239 12 2,802 1 2,804 － 2,804

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　令和３年４月１日　至　令和３年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、車輌用暖房機器類、福祉介護機

器等の製造販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　影響額は軽微であるため、記載を省略しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更してお

ります。

　　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「自動車関連品事業」の売上高が

2,542百万円減少、セグメント利益が113百万円減少し、「生活機器関連品事業」のセグメント損失が３百

万円増加し、「航空機部品輸入販売事業」の売上高が13,495百万円減少しております。
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